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線状降水帯予測精度向上ワーキンググループ第８回会合 議事概要 

 
1. 開催日時 

 令和６年６月 13 日（木）13 時 15 分～15 時 15 分 
 

2. 開催場所 
 気象庁７階会議室１（ウェブ会議併用） 

 
3. 出席者 

 別紙のとおり 
 

4. 議題及び検討結果の概要 
下記の議題について検討を行った。 

 
○ 線状降水帯の予測精度向上に向けた取組の進捗状況について（報告） 

 線状降水帯予測精度向上に向けた取組の成果として、降水量等の予測精度が長期的
に改善していることを示せると良い。また降水域の位置ずれも考慮できると望まし
い。 

 

 令和７年度末の局地モデル（LFM）の高解像度（1km）化に向けて、計算安定性の
確認や数値予報モデルの物理過程の検討等が必要となるところ、技術開発の計画を
適宜共有しつつ精度検証を進めてもらいたい。高解像度モデルにおける対流の表現
等に関する評価においては、機構解明研究とも連携して検証を進めることが有効で
ある。 

 
○ 線状降水帯の予測精度向上に向けた学官連携の方策について 

 学官連携を推進するにあたり、機構解明に関する研究会は知見の集約及びコミュニ
ケーションの深化に非常に重要な位置づけとなっている。気象庁の問題意識や開発
課題を共有した上で、引き続き学官で連携して課題解決を図ることが望ましい。 

 

 AI の活用によって数値予報モデルやデータ同化開発の重要性は大きくは変わらな
いだろうが、モデルの苦手な部分を AI でフォローするといった利用可能性はある
と考えられる。将来的に機械学習や AI の利活用を検討することを見据え、官民や国
内外を問わず情報収集すると良い。 



 線状降水帯の発生形態に係る分類表の作成は、メカニズムの体系的な理解に向けて
非常に重要な取組である。積極的な議論・意見交換を通じ、様々な視点を踏まえ継
続的に更新を行ってもらいたい。今後は、予測精度向上への貢献といった観点も含
め整理を進めるとともに、線状降水帯ではない大雨との比較を通じて特徴をまとめ
るといった方向性もあるだろう。 

 
以上 
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